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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
高
校
生
回
顧
録

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
２
４
２
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
エ
ナ
カ
　
ユ
イ
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
奥
村
飛
鳥
。
独
身
、
玩
具
会
社
社
員
。
彼
は
あ
る
日
、
母
校
が
廃
校
に
な

る
と
同
級
生
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
彼
は
高
校
時
代
を
振
り
返
り
、
今
の

自
分
を
見
つ
め
直
す
。

　
俺
、
高
校
時
代
の
あ
だ
名
『
復
刻
大
臣
』
に
か
け
て
最
後
の
仕
事
を
し
ま
す
。
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第
一
話

　
母
校
が
廃
校
に
な
る
。
と
俺
と
同
じ
く
高
校
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
宮
地
大

み
や
じ
ま
さ
る

か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

　
二
つ
向
こ
う
の
駅
の
近
く
に
あ
る
高
校
と
合
併
す
る
ら
し
い
。
た
ま
た
ま
コ

ン
ビ
ニ
で
会
っ
た
か
ら
ヤ
ツ
に
聞
い
て
も
実
感
が
無
い
。
も
ち
ろ
ん
、
驚
い
た
。

俺
の
一
番
思
い
出
深
い
場
所
の
役
目
が
終
わ
る
の
だ
か
ら
。
け
れ
ど
廃
校
ま
で

あ
と
二
年
も
あ
る
と
い
う
。

  
そ
う
い
え
ば
、
十
年
ぐ
ら
い
高
校
に
行
っ
て
な
い
な
。

 　
俺
は
、
来
年
の
文
化
祭
は
一
緒
に
行
こ
う
と
宮
地
に
言
っ
て
帰
っ
た
。

　
あ
の
頃
、
何
に
熱
中
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
何
が
流
行
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ

う
帰
る
道
中
車
内
で
思
い
出
す
。
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夏
休
み
が
終
わ
り
、
二
学
期
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　
生
徒
の
気
は
緩
み
、
頭
の
色
や
耳
に
ピ
ア
ス
な
ど
夏
休
み
前
と
様
子
が
変
わ

っ
て
い
る
者
が
多
数
い
る
。

　　
奥
村
飛
鳥
。
名
前
の
割
に
男
。
十
六
歳
。
海
里
ヶ
丘
高
校
二
年
三
組
。
帰
宅

お
く
む
ら
あ
す
か

部
。

　
得
意
な
こ
と
無
し
。
親
友
と
呼
べ
る
人
二
名
。

　
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
モ
ノ
、
古
い
モ
ノ
。

　
皆
、
彼
を
『
復
刻
大
臣
』
と
呼
ぶ
。



3

「
大
臣
お
は
よ
」

　
飛
鳥
に
声
を
か
け
た
の
は
、
親
友
そ
の
一
の
宮
地
。

　
遅
刻
ギ
リ
ギ
リ
で
始
業
式
の
会
場
、
体
育
館
へ
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
。

「
お
い
宮
地
、
間
に
合
う
の
か
？
」

「
大
臣
、
お
前
も
歩
い
て
い
な
い
で
急
げ
よ
」

「
確
か
に
」

　
二
人
は
走
っ
て
ク
ラ
ス
の
列
に
入
る
。

　
も
っ
と
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
来
い
と
ク
ラ
ス
の
整
列
の
責
任
者
、
評
議
委

員
に
軽
く
怒
ら
れ
た
。

　
お
昼
頃
、
下
校
。

　
部
活
の
あ
る
者
は
即
座
に
部
室
へ
。

　
宮
地
は
飛
鳥
に
別
れ
を
告
げ
て
男
子
テ
ニ
ス
部
の
部
室
へ
行
く
。

「
男
テ
ニ
、
明
後
日
休
み
だ
か
ら
遊
ぼ
う
な
！
」

　
と
も
言
っ
て
い
た
。

「
俺
が
バ
イ
ト
だ
か
ら
無
理
だ
わ
～
」

「
マ
ジ
か
…
」

　
落
ち
込
む
宮
地
の
背
中
は
寂
し
か
っ
た
。

「
二
人
と
も
忙
し
そ
う
で
。
大
臣
、
帰
る
よ
」
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そ
し
て
今
、
飛
鳥
に
声
を
か
け
た
の
が
親
友
そ
の
二
、
林
田
慶
輔
。
通
称
、

は
や
し
だ
け
い
す
け

リ
ン
ダ
。
学
年
の
中
で
は
か
な
り
の
イ
ケ
メ
ン
。
い
つ
も
冷
静
だ
が
、
時
々
尖

っ
た
態
度
に
豹
変
す
る
。

「
お
う
」

「
今
日
、
ス
テ
ッ
プ
の
発
売
日
だ
か
ら
立
ち
読
み
し
に
行
こ
う
よ
」

「
そ
う
だ
な
。
先
週
の
ツ
ー
ピ
ー
ス
や
ば
か
っ
た
よ
な
？
」

　
古
い
モ
ノ
オ
タ
ク
の
俺
、
運
動
バ
カ
宮
地
、
ト
ン
ガ
リ
キ
ャ
ラ
の
リ
ン
ダ
の

三
人
組
。
こ
れ
が
俺
た
ち
に
と
っ
て
の
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

　
こ
の
頃
、
あ
ん
な
複
雑
な
関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
…
。

　
そ
れ
は
文
化
祭
前
、
俺
が
彼
女
と
別
れ
て
か
ら
始
ま
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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